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1月のお誕生日：上原伴子さん（1/2）、岸野豊牧師（1/3）、サマラねねDayさん（1/21）。 
    

お知らせ：  本日午後4時より、安達さと子さんのオルガンコンサートがあります。 
     

 今週の教会活動－月曜日午後1時より和太鼓、木曜日の「聖書を読む会」が

10時半からあります。金曜日のコロナ家庭集会は休会いたします。 

 CCN特別講座－1月19日土曜日午前9時より、Medicare、Social Security等

大切な情報が得られるセミナーが行われます。セミナー後のランチは無料で

すが、サインアップが必要ですので、本日中にお申し込みください。 

 礼拝奉仕－１月、2月の礼拝のご奉仕にご協力ください。サインアップシート

は受付にあります。 

 LCR日本語部－基本的に日本語部の活動は牧師が変っても変化はありま

せんが、質問等には、岸野、安達、カール先生が直接お答えになります。 
 

お祈り 健康： 安松輝子さん（怪我をされました。）、松井昭子、誠史さん、藤田 

    Estherさん、美智子Jordan.さん、星勝雄、由紀子さん、千鶴子 Miller. さん、   

     田中保さん、佳代子Balserさん、志垣豊美さんのお母様、安達さと子さんの    

    お母様、広子Schwartzさんのお母様、芙美L. さんのお母様、お義父様。 

    留学：志垣知佳さん 志垣豊美さんは無事帰宅されました。 

    訃報：今井則子さんのお父様が1月8日に召されました。日本に行かれた 

    今井則子さん、そしてご家族の皆様をお祈りに覚えてください。 

 

 

 

2013年1月20日顕現第二主日聖餐礼拝 

 

 

 

 

 
 

  

 

聖書日課 

 第一日課   イザヤ書      62:1-5 

 第二日課  コリント（一）   12:1-11 

 福音書   ヨハネ               2:1-11        
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       讃美歌 

 讃【21】225、讃【21】289、 

 讃【21】56、 讃【21】484    

2013年１月の予定     
 

1/3、10、17、24、31 聖書を読む会           10：30AM   Joyce’s Library 

1/6、13、20、27      キリスト教101               10：00AM    Bercaw Hall 

1/6           持ち寄りランチ･誕生会      礼拝後  T-Hall 

1/7、14、21、28      和太鼓クラス             1：00PM   Bercaw Hall  

1/7           英会話教室           2:00PM   Joyce’s Library 

1/8、22           アーバイン家庭集会      10：30AM   愛子G. 宅 

1/19           CCNセミナー           9:00AM   Bercaw Hall               

1/19           タスティン家庭集会         1：30PM   安達牧師宅 

1/27          礼拝後、岸野牧師送別会          Bercaw Hall  

司式：     深見 祥子 

説教：         岸野 豊 

奏楽：          安達 さと子 

聖書朗読：   白井 倭文子 

献金/祈り： 上原 伴子 
受付：     大迫 邦子        

 

 

 

     2013年1月13日(1988年礼拝開始11月6日）通算第1243号 

    週   報 

201３年の主題 
 

 「御言葉はあなたの近くにあり 

あなたの口、あなたの心にある。」 
ローマの信徒への手紙 10:8 

 

復活ルーテル教会 ・ 日本語部 
 

9812 Hamilton Avenue 

 Huntington Beach, CA 92646-8014 

教会オフィス：（714）962－500５ 

 日本語部直通電話：(714)964-1912 

<jministrylcr@gmail.com> 

主任牧師: E. Carl Zimmermann 

日本語部牧師:岸野 豊        
携帯：（714）401-9457 

牧師・教区長補佐：安達 均 
 website: california.lcrjm.com 

復活ルーテル 

            主の洗礼日聖餐礼拝 
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   主の洗礼日聖餐礼拝  2013年1月13日11時30分 

    Lutheran Church of the Resurrection・日本語部 

    ≪開会の部≫ 

       前奏・点火  （座）  

 

        初めの歌   （起）                讃美歌 23番    “くるあさごとに”  
                                                              

     み名による祝福           

       罪の告白の勧め                                          

       罪の告白 

       赦しの宣言 

      キリエ 
 

     讃美歌   （座）    讃美歌 121番  “まぶねの中に”   

           

          今日の祈り  （座） 

                 

 

≪みことばの部≫ 
 

  第一日課   イザヤ書              43:1-7  （旧  1130頁） 

  第二日課   使徒言行録                                 8:14-17  （新     228頁） 

    福音書      ルカによる福音書    3:15-17、21-22    （新  106頁） 
 

   讃美歌          （座）     讃美歌 １１７番  “きよきしらべ”      

全能の神様、 

あなたは御霊によってイエスの洗礼を聖別し、あなたの愛する子である

ことを示しました。水と霊から生まれる者すべてが、あなたの忠実な 僕
しもべ

と

して、神の子と呼ばれる喜びをいただくことができますように。 

あなたと聖霊とともにただ独りの神であり、今も後も生きてお治めになる

救い主、イエス・キリストによって祈ります。 アーメン 

司式：      上原  伴子              

説教：      岸野  豊 

奏楽:          安達  信 

聖書朗読：  深見  祥子 

献金/祈り： 大橋  静江 

受付：    小夜子Thompson 
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   説教     「洗礼を受けるとはどういうこと？」  

           “Tell Me What Does It Mean to be Baptized?” 
   

   信仰告白         （起）       使徒信条                                 

  

 

 

 

 

 

 

  
 

  ≪奉献の部≫                           

      献金               (座）                            

         献金の祈り      （座）             

           教会の祈り    (座） 
  

 ≪聖餐の部≫              

      聖餐讃美歌   （座）       讃【21】81      “主の食卓を囲み”    1節 

     聖餐への招きと聖餐 

           主の祈り 
 

    聖餐の讃美歌 （起）       讃【21】81      “主の食卓を囲み”   2、3節 
 

  ≪ 派遣の部≫ 

        祝祷・アーメン 三唱    
 

        讃美歌        （起）     讃【Ⅱ】172  “世界に告げよ”      
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我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの
主イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて宿り、おとめマリヤより生ま
れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架につけられ、死にて
葬られ、陰府に下り、三日目に死人のうちより甦り、天に上り、全能の
父なる神の右に座したまえり。かしこより来たりたまいて、生ける人と死
にたる人とを裁きたまわん。我は聖霊を信ず。また聖なるキリスト教会、
聖徒の交わり、罪の赦し、体の甦り、限りなき命を信ず。 アーメン。 

今日の福音  ルカによる福音書 3:15-17、21-22  

私は３３年間教会の牧師を務めて来ました。その期間に、赤ちゃん

から８０歳を越えたお爺さんまでいろいろな人に洗礼を授ける機会

に恵まれました。 洗礼を受けるということは、キリストに従うものに

とって大切な儀式です。私たちはこの世に生まれた時点で既に祝

福されていますが、私たちが洗礼に授かるということは、イエス様を

私たちの主、救い主として人生を送る決心をすることです。洗礼の

主人公は神様であり、洗礼を受ける私たちは神様に愛される

対象です。 岸野 


